
6よしかわ議会だより

要
支
援
１
・２
の
介
護
保
険
給
付

外
し
に
不
安
の
な
い
対
応
を

小
林　

昭
子

問　

介
護
保
険
に
新
総
合
事
業
の
導

入
で
要
支
援
１
・
２
の
介
護
給
付
は

外
さ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
「
低
廉
な
サ

ー
ビ
ス
普
及
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、「
新
合
法
」
で
は
導
入
困

難
な
市
町
村
に
つ
い
て
は
２
年
間
実

施
を
遅
ら
せ
る
事
も
可
能
に
し
て
い

る
。
市
の
体
制
は
充
分
で
は
な
い
と

考
え
る
。
２
年
間
実
施
延
期
し
、
そ

の
間
の
高
齢
者
の
介
護
実
態
を
国
に

し
っ
か
り
と
上
げ
て
制
度
改
善
を
求

め
る
。

答
健
康
福
祉
部
長　

新
総
合
事
業
は

平
成
27
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
が
、

実
施
に
あ
た
り
平
成
29
年
４
月
ま
で

の
猶
予
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
当
市

で
は
猶
予
期
間
の
活
用
を
踏
ま
え
対

応
し
て
い
く
。

問　

要
介
護
認
定
を
省
略
し
、「
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
み
の
人
は

「
要
支
援
者
」
で
は
な
く
「
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
」
対
象
者
に
な
る
。
介
護

認
定
を
希
望
す
る
方
に
は
認
定
を
。

答
健
康
福
祉
部
長　

原
則
的
に
本
人

が
認
定
を
受
け
た
い
と
し
た
場
合
に

は
そ
ち
ら
の
手
続
き
を
進
め
て
い
く
。

◆
市
内
道
路
の
白
線
改
修
を

問　

市
内
全
域
調
査
と
改
修
を
。

答
都
市
建
設
部
長　

調
査
で
は
部
分

補
修
２
７
６
ケ
所
、
路
線
で
39
路
線

で
す
。
こ
れ
ら
を
対
象
に
今
後
補
修

し
て
い
く
。
今
年
度
は
４
０
０
万
円

の
発
注
を
し
た
。

市
民
の
身
近
な
要
望
に

ど
う
応
え
る
の
か

佐
藤　

清
治

問　

美
南
駅
に
む
か
う
市
道
の
美
南

小
近
く
の
交
差
点
と
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ

近
く
の
歩
車
分
離
信
号
は
わ
か
り
づ

ら
い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
信
号
に
す
る
の
が

一
番
い
い
と
考
え
る
が
。

答
市
民
生
活
部
長　

警
察
と
今
後
も

よ
く
相
談
し
て
い
く
。

問　

中
島
地
内
・
丸
和
運
輸
付
近
の

水
た
ま
り
は
早
急
に
対
応
を
。

答
都
市
建
設
部
長　

す
み
や
か
に
検

討
し
て
い
く
。

問　

県
道
葛
飾
吉
川
松
伏
線
バ
イ
パ

ス
美
南
地
区
の
ダ
イ
ア
パ
レ
ス
付
近

の
水
た
ま
り
の
改
善
要
望
が
出
さ
れ

て
い
る
が
対
策
は
。

答
都
市
建
設
部
長　

県
に
正
確
な
情

報
を
伝
え
て
早
急
に
対
応
し
て
も
ら

え
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

問　

美
南
地
区
に
設
置
さ
れ
た
調
整

池
と
下
流
の
雑
草
除
去
対
策
は
。

答
都
市
建
設
部
長　

県
に
適
正
な
管

理
を
常
に
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

問　

美
南
３
丁
目
の
公
園
に
す
べ
り

台
等
設
置
要
望
に
ど
う
応
え
る
の
か
。

答
都
市
建
設
部
長　

今
後
検
討
し
て

い
く
。

問　

県
道
バ
イ
パ
ス
の
震
動
対
策
は
。

答
都
市
建
設
部
長　

県
の
方
に
要
望

し
て
い
く
。

◆
税
負
担
は
能
力
に
応
じ
て
が
原
則

市
長
の
見
解
は

問　

消
費
税
10
％
へ
の
増
税
は
中
止

を
。

答
市
長　

国
会
で
十
分
な
議
論
が
さ

れ
る
よ
う
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

小
学
校
と
中
学
校
の

一
貫
教
育
の
展
開
を

伊
藤　

正
勝

問　

美
南
地
区
に
中
学
校
の
新
設
が

迫
ら
れ
る
一
方
で
旭
、
三
輪
野
江
小

は
全
学
年
一
学
級
編
成
に
な
り
減
る

見
通
し
。
東
中
を
軸
に
「
小
中
一
貫

校
」
の
制
度
を
導
入
し
て
は
。
児
童

生
徒
数
の
推
移
も
伺
い
た
い
。

答
教
育
長　

文
科
省
は
28
年
度
に
も

市
町
の
判
断
で
義
務
教
育
の
９
年
間

を
一
体
と
し
て
行
う
制
度
を
設
け
る
。

学
力
向
上
や
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
の

解
消
に
役
立
て
る
こ
と
が
狙
い
。
東

中
の
一
体
型
一
貫
校
に
つ
い
て
は
伝

統
あ
る
旭
、
三
輪
野
江
小
の
統
合
の

こ
と
も
あ
り
十
分
な
理
解
が
必
要
。

在
校
生
の
半
数
は
栄
小
学
校
区
か
ら

で
あ
り
、
敷
地
も
狭
い
。

問　

小
、
中
を
一
体
に
し
た
運
営
と

校
舎
は
別
々
で
交
流
、
連
携
を
深
め

る
二
つ
の
方
式
。
区
切
り
も
６
・
３

制
で
も
４
・
２
・
３
制
で
も
自
在
と
な

る
。
新
設
中
学
校
と
合
わ
せ
全
体
を

見
直
す
機
会
に
し
て
ほ
し
い
。

答
教
育
長　

当
市
と
し
て
は
一
体
型

で
は
な
く
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育

課
程
や
小
学
校
高
学
年
の
一
部
教
科

担
任
制
な
ど
小
中
の
連
携
を
よ
り
強

く
図
る
方
向
で
進
み
た
い
。

答
教
育
部
長　

吉
川
市
の
児
童
生
徒

数
は
８
年
後
の
時
点
で
小
学
校
は

３
８
０
０
人
、
中
学
校
２
６
０
０
人

程
度
。
現
在
と
比
べ
中
学
は
５
０
０

人
増
、
小
学
校
は
５
０
０
人
減
の
見

通
し
。
小
規
模
校
は
課
題
も
あ
る
が
、

ま
と
ま
り
な
ど
利
点
も
あ
る
。
新
設

中
学
校
の
建
設
時
期
や
通
学
区
は
適

切
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

『
食
品
ス
ー
パ
ー
』
進
出
に
伴
う

近
隣
へ
の
被
害
の
解
決
を
！

稲
垣　

茂
行

問　
「
マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ
」
撤
退
の
跡
地

に
、「
食
品
ス
ー
パ
ー
」
が
進
出
。
周
辺

住
民
は
開
店
前
か
ら
今
日
ま
で
、騒
音・

振
動
、
悪
臭
、
通
行
の
危
険
に
悩
ま
さ

れ
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
許
可
も
得
ず

水
路
上
に
通
路
を
設
置
し
使
用
し
て
い

る
が
、市
は
現
状
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
市
民
生
活
部
長　

10
月
末
に
市
民

よ
り
騒
音
、
悪
臭
等
の
相
談
を
受
け

て
い
る
。
11
月
に
店
舗
へ
行
き
原
因

を
調
査
し
、
対
応
策
を
相
談
者
・
店

側
と
話
し
合
っ
て
い
る
。

答
都
市
建
設
部
長　

ス
ー
パ
ー
に
対

し
、
水
路
の
『
占
用
許
可
』
の
申
請

を
出
さ
せ
た
。
ま
た
、
倉
庫
と
店
舗

を
結
ぶ
通
路
に
構
造
上
の
問
題
が
な

い
か
確
認
し
て
い
る
。

問　
『
市
民
の
声
』へ
の
回
答
で
、「
継

承
し
て
占
用
し
た
い
者
」
と
あ
る
が
、

誤
り
で
は
な
い
か
。
マ
ツ
キ
ヨ
が
許

可
申
請
し
、
許
可
を
認
め
た
書
類
は

あ
る
の
か
。

答
都
市
建
設
部
長　

文
書
等
は
な
い

が
、
関
係
者
の
話
か
ら
許
可
し
た
も

の
と
判
断
し
て
い
る
。

問　

抜
本
的
解
決
に
は
、
商
品
の
搬

入
場
所
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

答
市
民
生
活
部
長　

周
辺
環
境
に
配

慮
し
た
対
応
策
を
店
舗
側
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

問　

早
急
に
解
決
す
べ
き
問
題
だ
が
、

今
後
ど
う
解
決
を
図
る
の
か
。

答
市
長　

住
民
の
困
っ
て
い
る
状
況

を
解
消
す
る
た
め
、
最
善
を
尽
く
す

よ
う
担
当
課
へ
指
示
し
た
い
。

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
、

事
業
認
可
等
期
日
の
明
確
化
を

齋
藤　

詔
治

問　

本
事
業
は
、
計
画
の
変
更
見
直

し
先
送
り
に
よ
り
、
約
10
年
が
失
わ

れ
、
吉
川
市
に
と
っ
て
、
多
大
な
損

失
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
は
。

答
市
長　

計
画
後
当
市
の
財
政
状
況

が
厳
し
く
、
新
駅
設
置
要
望
書
の
Ｊ

Ｒ
の
回
答
書
の
遅
れ
等
に
よ
り
、
苦

渋
の
選
択
を
行
い
一
時
的
な
事
業
の

凍
結
を
図
っ
た
。

問　

事
業
計
画
は
期
日
を
明
確
に
し
、

実
施
に
向
け
関
係
者
に
申
し
出
で
換

地
・
保
留
地
売
却
単
価
の
説
明
を
。

答
都
市
建
設
部
長　

国
や
県
と
調
整

手
続
が
あ
り
、
市
が
期
日
を
指
定
す

る
事
は
出
来
な
い
。
平
成
27
年
度
中

の
市
街
化
区
域
編
入
へ
都
市
計
画
決

定
を
目
指
し
ま
す
。

問　

木
売
落
し
貯
留
施
設
整
備
事
業

の
更
な
る
検
討
を
、
本
事
業
は
即
、

整
備
を
要
す
る
事
業
で
す
。
二
層
構

造
決
定
迄
の
手
法
の
検
討
・
工
事
期

間
・
工
事
費
等
如
何
か
。

答
都
市
建
設
部
長　

多
く
の
工
法
を

検
討
二
層
構
造
が
一
番
有
効
な
手
段
・

整
備
に
は
補
助
金
等
を
活
用
。
工
事

費
は
、
第
一
期
約
７
５
０
ｍ
概
算
20
億

円
、
工
事
期
間
約
５
ケ
年
、
残
り
約

１
４
０
０
ｍ
は
第
一
期
終
了
後
実
施
。

問　

当
初
、
新
庁
舎
総
事
業
費
は

35
億
１
３
０
０
万
円
で
す
。
現
状
は

60
億
円
前
後
で
は
。
当
初
予
算
内
に

規
模
縮
小
実
施
、
現
庁
舎
の
活
用
を
。

答
市
長　

新
庁
舎
は
将
来
を
見
据
え

本
庁
舎
と
倉
庫
棟
８
８
７
５
㎡
で
現

在
事
業
費
の
縮
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。


